
日本の最果て知床

羅臼町地域おこし協力隊通信
５月号

■今月の協力隊通信担当者 阪田の４，５月の活動をご紹介。

★次号は観光協会勤務 佐藤よりお届けします。お楽しみに！

毎月第３日曜日に自然観察会を実施。知床財団スタッフの協力のもと、まずは自身が羅臼の自然を知ることを

始めています。

その観察会の告知と報告は”ネイチャー通信”として配信しています。

鳥の絵も描いて自然情報としてビジターセンターにアップしていますので、是非見に来てください！

発行日 平成２７年６月１０日

発行元 羅臼町役場水産商工観光課

担当者 地域おこし協力隊 阪田

（羅臼ビジターセンター勤務）

■ところで・・・地域おこし協力隊とは何なのか？復習しましょう。

都市地域から住民票を移動し生活の拠点を移した者を、地方公共団体が地域おこし協力隊として委嘱。隊

員は一定期間その地域に居住して地場産商品を開発・販売したり、農林水産業への従事や住民の生活支

援などの地域協力活動を行いながら、その地域へ定住・定着を図る。という総務省が支援する取組です。

■羅臼町地域おこし協力隊４名の具体的活動内容とは？

観光協会勤務 佐藤、中村

新たな視点で羅臼町の魅力を探り、情報発信を行いま

す。体験型観光の推進と質の向上に向けた環境作り、日

本人や世界各国からのお客様の誘致・受入体制整備の

ための活動を行います。

知床世界遺産ルサフィールドハウス勤務 上村

ルサフィールドハウスの維持管理・来館者対応をしながら、自然情報収集や巡視を行い、その

情報を施設で提供。来館者数アップの為のイベントも企画します。

羅臼ビジターセンター勤務 阪田

自然観察会の開催、町内各団体への出前授業

などを通じて、町民のみなさんへ自然環境のす

ばらしさを伝える活動を行います。新たな散策

コースの開発も検討します。

夕暮れの羅臼港（羅臼町HPでぜひカラー版をご覧ください）
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■ルサフィールドハウス勤務 上村よりお知らせ～

rausu.syamecon@gmail.com
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